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一
、
旧
石
器
時
代

人

類
が
地
上

に
登

場

し

た
の
は
、
地

質
学

で

い
う

第
四

紀

の
洪
積

世

の
初

め

で
あ
り
、
今

か

ら

一
〇
〇

万
年

も
し
く

は
二
〇

〇

万
年
前

と
考
え

ら
れ

て
い
る
。

人
類

は
、
道

具
を

つ
く
り
、

発
達
さ

せ

、
ま

た
精

神

的

な
思
考
を

深

め
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
他

の
動

物

に
は
見

ら
れ
な

い

「
文
化

」
を
創

造
し

た
。

そ

れ
は

長

い
道

の
り
で
あ

っ
た
。

最
初

は
石
を
打

ち
割

っ
て

作

っ
た
打
製

石
器
が
主

要

な
利

器
で
あ

っ
た
。
洪

積

世

に

属
し

、
打
製

石
器

を
使

用

し
て

い
た
時

代
を

旧

石
器
時

代

と
よ
ん
で

い
る
。

福

島

県
内

か
ら
も
、

後
期

旧

石
器
時

代

の
遺
跡

が

発

見

さ
れ

て
い
る
が
、

そ

の
代

表
的

な
資
料

と
し
て
、

矢

吹

町
三
城
目
字
陣

ガ
岡

と
鏡

石
町
成

田

と

の
境

か

ら

発
見

さ
れ

た

一
群

の
石
器

が
あ

る
。

一8一

陣

ガ
岡

遺

跡

阿
武
隈
川
の
氾
濫
原
に
突
出
し
た
丘
地
か
ら
、
昭

和
二
十
二
年
、
石
材
採
掘
事
業
中

に
、
卜
数
点
の
石

器
が
発
見
さ
れ
、
首
藤
保
之
助
に
よ
り
収
集
保
管
さ

け

つ
が
ん

 れ
た
。
硬

質
頁

岩
を

縦
長

に
剥

離

し
、
基

部

に
再

調

整
を
加

え
た
も

の
で
、
そ

の
特

殊
性

か

ら
成
田

型
刃

器
と
よ

ば
れ
て

い
る
。

一
四
点
中

、
数

点

が
接

合
し

、

石
器

の
製
作

工
程

を
示
す
資

料
と

し

て
も
重
視

さ

れ

て

い
る
。

そ

の
年

代
は
約

三
万
年

前

と
推
定

さ
れ

、

現
在

の
と
こ
ろ
本

県
内

最
古

の
遺

物

と
考

え
ら
れ
る
。



魂

　

戸

,蟻

耀

.P頓》

講

.
、
襲
,

毒

囁
鎌

毒

轡

・・

.

賦

運

ぽ

"

囁

陣 ガ岡 〔 城 目)

旧
石
器
時
代
の
生
活

寒
冷
な
気

候

、
そ

し
て

ロ
ー
ム

(赤

褐
色

の
火

山

灰

)
を
堆
積

さ

せ
た
火

山
活
動

の
下

で
、
旧

石
器
時

代

の
人

々
は
、

打
製
石

器
を
用

い
て
、

狩
猟

と
自
生

植
物

の
採
集

と

を
生
業

と
し

て

い
た
。

す

で
に
火
を

使

用
し
て

お
り

、
石
器
以

外
に
も

木
製

品

・
骨
角

器

皮
革

製
品

・
繊
維

製
品

(
編
物

)
な
ど

も
あ

っ
た
と

思

わ
れ
る
が

、

明
ら
か

に
す
る

こ
と
は

で
き

な

い
。

い
ず

れ
に
せ

よ
、

生
活

は
厳
し

い
自
然

と

の
戦

い
で

あ

っ
た
ろ
う
。

そ

の
よ
う

な
条

件

の
中

で
、
人

々
は

よ

り
よ

い
生

活

の
た
め
、

わ
ず

か
ず

つ
で
は

あ
る

が
、

新
し

い
文
化

を
き

ず

い
て
い

っ
た
の

で
あ
る
。

1難

 

被餐

義

成 田 型 刃 器(旧 石器)

主なる原始時代遺跡地名表

地在所県遺跡番号

 

名跡遺

矢吹字花咲山

〃 字大林

大和久字赤沢

大和 久字赤 沢山

矢吹 字牛募 作

中畑 新 田字 一本 木

明新 字明新 原

三城 目字 和田館

須 乗字小 又

三城 目字 陣 ガ岡

中畑字柏 山

松倉字 向原

中畑字 カヤマ

中畑字 下 荒具

「和女田庁:越【,【L】

中畑字 渡池 ヒ

中畑字 松房 池上

中畑字 稲荷 釜

中畑字 愛宕下

1265

1266

2533

2534

3391

3393

1271

3397

3399

3394

2536

① 花 咲 山遺跡

② 大 林 〃

③ 赤 沢 ④ 〃

④ 〃 ⑬ 〃

⑤ 赤 沢 山 〃

⑥ 牛 芽 作 〃

⑦ 一 本 木 〃

⑧ 西 原 〃

⑨ 和 田 館 〃

⑩ 小 又 〃

⑪陣 ケ 岡 〃

⑫柏 山 〃

⑬向 原"

⑭ カ ヤ マ 〃

⑮ 下 荒 具◎ 〃

⑯ 越 中 山 〃

⑰ 渡 池 〃

⑱ 松房 池上 〃

⑲ 稲 荷 釜 〃

⑳ 愛 宕 下 〃

9



㍗尉
岬影

購
・漁

響

纏

薄 、

麟 績

一 》

r

き

魂

r癒

隔
謄

刃 器(旧 石 器) 陣 ガ岡(三 城 目)

主なる原始時代の遺跡分布図

〆ス

てへ命!楼層、
、

服

@
鶏
五

、

～

(

6
k

∫＼・㌔./語 ざ

自

大和久 田

図

㎞

②
中
畑
新

7
「

團

長 ⑫ ⑲、
＼ 馬遭

＼
＼
～
(

,

,

弥

善郷内原

栄 図

⑱ 泉

・念_一 布
中 丸

鍋 内

⑮

根 中

川 宿 畑

ぐ驚
レ ー、,

、)

須乗

⑩ ⑨

紙

神須乗新田 南原

寺内

⑰,

松 〔1一 ノ
　

ノ
ノ

沢尻

大

田

三 川原町
城
目

7
'

谷
中

分
布
図
の
番
号
は

前
頁
の
遺
跡
地
名
表

の
番
号
と

一
致
す
る

中野目 奄

、誉

畑 明

。ノー…へ、⑧新

!㌧

図 ⑯ 、

(r △は旧石器時代の遺跡

○は縄文時代の遺跡

口は弥生時代の遺跡

爪

磯
」

一10一



二
、
縄
文
時
代

縄

文

式

土

器

〔早
期
)

下
荒
具
C
遺
跡

噸膨

 

酵

6

瀞

阜

島傷

 

ρ
硬

秘
診
嬉鰐麟餅囁

嚇 郵

 

『

醒
今

か
ら
約

一
万
年

ほ
ど
前

に
な

る
と

、
寒

冷

だ

っ
た
気
温

も

ほ
ぼ
現
在

に
近

く
な

り
、

地
質
学
上

の
沖

積
世

に
か

わ
る
。

日
本
列

島

も
、
現
在

の
景

観
を

示
す
よ

う
に

な
る
。

こ

の
こ
ろ
縄

文
文

化

が
登
場
す

る
。

そ

の
特

色

は
、
石

鐡

・
石

斧
を

は
じ

め
と

す

る
各
種

の
打

製
石

器
と
、
磨

製
石

器

お
よ

び
土
器

の
使
用

で
あ

る
。
土
器

は
縄

目

の
文

様

が
多

く
用

い
ら
れ

た
こ
と

か
ら
、

縄
文

七

器
と
よ

び
、

こ
の
時
代

を
縄
文
時

代

と
よ

ぶ

よ
う
に
な

っ
た
。

縄
文
時

代

は
、
約

一
万
年

前

か
ら
二
千

年
前

ま

で
の
約
八
fr
年

間

で
あ

り
、
孤
立

し
た

日
本
列
島
内

で
独

自

の
発
展

を

な
し
た
。

そ

の
発
展

段
階
に
よ

り
早

期

・

前

期

・
中
期

・
後

期

・
晩

期

の
五

期

に
大
別

さ

れ
、
さ
ら

に
各

期
と
も

土
器
形
式

を

も
と

に

一
〇
期
ぐ

ら

い
に
細
別

さ
れ
る
。

下

荒

具
C
遺

跡

中

畑
地
区

の
中

央
を
流

れ
る
泉
川

の
南
岸

に
あ
り
、
水

田
地

帯

を
見

下

ろ
す
台
地
ト

に
位

置
し

て

い
る
。

昭
和

四

十
八
年

三
月
、

県
営

圃
場
整
備

賢
業

に

か
か

る

た
め
発

掘
を

行

っ
た
。
遺
跡

は
発

見

さ
れ

な

か

っ
た
が
、
縄

文

早
期

の
土

器
と

石
器

と

が
発
見

さ

れ
た
。

土
器

は
薄

手

で
、
貝

殻
腹

縁
文

・
並
行

沈
線

文

・
連
続
突
刺

文

な
ど
早

期

中

ご
ろ
の
特
色

を

そ
な
え

て

い
る
。

底
部

は
発
見
さ

れ
て

い
な

い
が
、
早
期

の
特

色

で

せ
ん
て

い

あ
る
尖
底

(底

部

が
尖

っ
て

い
る

)
で
あ

っ
た

と
思
わ
れ

る
。

海

産

の
貝
殼
腹
縁

文

の
存
在

は
、
会
津

の
常

世
遺

跡

の
例
と
と

も

に
、
縄

文

早
期
に
お

け
る
交

易

の
問
題
と

、
文
化

の

交

流

・
流
行

の
根

強
さ

な
ど
、
人
間

性

そ

の

も

の
を
感
じ

さ
せ

る
。
縄

文
早
期

の
遺
跡

は

少

な
く
、

一
集
落

は
二

～
四
棟
と
想

定

さ
れ

て

い
る
。

ム
7

A
.

髪

7φ

轟

、

.△
『
▲
7

●

"

・
●

σ

～

.

◆　

▲
「

A

禽

▲
麗

,▲

『

▲

　

、・4

『

^

為

び
禽
懸

艀

弓
矢
の
出
現

▲

爵

製

、

偽
謁

》

,

、
診

"

卜

ノ

A

轟囁
へ裏
諦-㍉

み

4
 
ジ
、

石

縄
文

時
代

は
、
石
鍛

を

は
じ

め
石
錐

・
石
匙

(
石

小

刀

)
・
石
槍

・
打
製
石
斧

・
磨

製

石
斧

・
石
皿

・
凹

石

・
石

棒

・
石
剣

・
石

錘
な

ど

、
各
種

の
石
器

が
発

達

し
、

ま

た
シ

カ

・
イ

ノ

シ
シ

の
角

・
牙

・
骨
な

ど

で
作

っ
た
釣

針

・
も

り
頭

・
装

身

具
も
発
達

し
、
生

業

の
発
達

を
示
し

て
い
る
。
な

か

で
も

石
鐡
は

弓
矢

の
使

用

を
肯

定
す
る
も

の

で
あ

り
、
家
犬

の
存

在

と

と
も

に
縄

文

時
代

の
狩
猟

に
重

要

な
役
割

り
を

は

た

し

た
も

の
と

考
え
ら
れ

る
。

鍛
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前

期

土
器

は
平
底

と
な

り
、
各
種

の
縄

文

が
発
達
し

、

編

物

な
ど

の
発
達

を

推
測

さ
れ
る
。

福
島

県
下

で
は
、

前

期

の
前
半

の
遺
跡

は

や
や
数
を
増

す

が
、
後
半

は

数

が
少
な

い
。

夫

吹
町

で
は
前
期

の
遺

跡

が
三
個
所

発
見

さ
れ

て
お

り
、
他

の
時
期

に
比

し

て
多

い
こ
と

が
指
摘

さ

れ
る
。

狐石磨 製 石 斧

 

ぜ 蹄盛紘 愚

.礁睡薫

 

鵯

_野

蟻 鰍

謙儲

 

墜》
松房池上縄文式土器(前 期)

松房池上

撫

藏

鋸

羅

麟

懸

費

麟霧灘

西原打 製 石 斧

一12一



錘難

麟儀
陣

 

.

輔

鹸

、
,

垂

鍵

陥螺㍗_

 

`

農
壌
磁

 

墨
整拠

齢韓

 

縄

文

式

土

器

(前
期
)

渡
池

臨

η野 餌 ♂
渡池遺跡

縄

文

式

土

器

〔前
期
)

赤
沢
山

無

.

四

'

織

駕

,

輿

噸
.

薮

匝

縄

、

磯
騨

鵠

憂

轡
一13一



謡

亭

遣

・鑛嚇 一 鰺

鳳

τ こ」 簾

醜慶

 戯趨露
㌔
徹
灘

 

撫

濤
詳

繍 鷹靴

,秘 ず 噌噂F

慧 曜

翻 等鳩r臨 二3

餐

麟璽
海

.譲

麟
灘
一
・

懸

 

智

蜀
、

轍命

向原縄 文 式 土 器(中 期)

㌧蟻 憾二二譲 舷

 

中

期

中
期

に
な
る

と
集
落

の
規

模
が
大

き

く
な

り
、
ま
た
遺
跡

の
数

も
増
加
す

る
。

土

器
は
立
体

的

に
加
飾

さ
れ

た
雄

渾
な

も

の
が

つ
く
ら
れ
、
ま

た
土
偶

(土
製

の

人
形

)
・
石
棒

・
石
皿

な
ど
も

つ
く
ら
れ
、

文
化
的

に
大
き

く
飛

躍
し

た
。

福
島

県
内
を

中
心

に
七

器
を
埋

没
し

た
大
き

な
複

式
炉

を
持

つ
住
居

跡
が
発

達

し
た
。

欝1

 

9
糠総鍵 翻 賑

皿(裏 面は凹石)

 

石

北釜縄 文 式 土 器

14一



織
灘

,

、

吠譲
菊

灘 驚
漁 灘

、
礎
纐筆導

叩

驚

磯
鰐

.

焦
り

}

mホ

噛

:1痢 一,護㌔諮講慈

馨
鎌窺}張 一1鵠籍 麟

紅
-鵜
セ

ぼ

ざ嚢

畷

」

が

・

㈱

〃

メ

罫

!

ガ

ミ
おま

ゆ

き

ゑ

げド
よゆ
まズ

『

柏山穐又式 土器 〔後期)

噸
ゆ
"酬 醐 卿 ピ

ぼ 声

7ザ こ

,俘 ボ 帆 一 。

・
し

}

⇒

席
敏

 ト

ワ

ド
ア

き
や

ド

〆

や・
,.
p
一
∴

畿

'

,
6
』
握
、.
畿

籍

熟

・熱

繍
騰

帳
瞭
識

,

臨

驚

…察

『

バ　

お

、

輪

轟

評
。

翫

w
《

.
跨

魯
脇

一15一

 

後

・
晩

期
つ

ぽ

か
め

注

口
土
器

(
土
瓶
型

)
・
壺

・
甕

・
鉢
な

ど
各

種

の

土
器

が

つ
く

ら
れ
る

よ
う
に
な

り
、

ま
た
精
製

土
器

と
粗
製

土
器

が
使

い
わ
け
さ

れ
て

い
る
。

漆
器

な
ど
も

つ
く

ら
れ
た
。
海

岸

地
帯

で
は
漁
榜

が
盛
ん

に
行
わ

れ
た
。
遺

跡
は

、
沖
積

世

の
低
地

に

も

進
出
し

、
採
集

物

の
変
化

が
考

え

ら
れ
る
。

.警

。

腿

膚

ノ

'
崔

気

響

晦
鱈
な

ぢ
じ

諏

鴉
.懲
襯
㎎

轟翻

藷
臨

襲が曽店夢

 

甲r

小室前縄文式土器(後 期)

赤沢縄 文 式 土 器



三
、
弥
生
時
代

紀

元
前

三
世
紀

こ
ろ
、

大
陸

文
化

の
影

響
を

う

け
て
、
北
九

州
地

方
を
中

心
に
稲

作

・
機

・
金

属
な
ど

を
伴

っ
た
新

し

い
文

化

が
誕
生

し
た
。

考
古

学

上

こ
れ
を
弥

生

式

文

化

と
よ
ん
で

い
る
。

弥

生
時
代

は
三
世
紀

ま

で
約

六
〇
〇
年

ほ
ど

つ
づ
い
た
と

い
わ
れ

る

が
、
こ
の
期

間
を

前
期

・
中

期

・
後

期

に
分

け
て

い
る
。

訓 』、

影

ボ

東

北
地
方

に
弥
生
式

文
化

が
伝
わ

っ
た

の

は
、
中
期
初

頭
紀
.兀
前

…
○
○
年

こ
ろ
と

考

え
ら

れ
る
。

縄
文
時
代

は
自
然

物
を
採

集
し

て
生
活

を

維
持
し

た
が
、
弥

生
時
代

に
な

る
と
、

自

ら
田
を
起

こ
し

、
籾
を

ま

い
て
生

産
す

る
と

い
う
新

し

い
時

代
を

む
か
え

た
わ
け

で
あ
る
。

一本弥 生 式 土 器(中 期)

い

響

…・

・

摩

驚懇

串一

.
鍵
鍵
灘
.

然

亀=鴇_∫

灘

Pし

臨

轡 

懇搬
畿
灘

鱒̀ド
飯`

げ講アメ

～.

記

堵 麟
{耳 す噂メ
狐 糎 ～ 纂

繍
罐麟

講

ゆ

醒

ゴ

●

赤沢山弥 生 式 土 器(中 期)

稲荷釜
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麟
博

講

ρ

ゴ篤
㌦

、F;

血

◎.

欝

縫

灘触髭

灘

勝

弥

生

時

代

の

生

活

稲
作

は
、
湿

地
帯

を
選
出
し

て
木
製

の
農

具

で
耕
作

し

た
.

収

穫
は

石
包

丁

で
穂

だ
け
を
摘
ん

だ
と

い
わ

れ
る
。

福
島
県

下

で
は
、

金
属
器

は
発
見

さ

れ
て

い
な

い
が
、
管

E

の
非
常
に
細

い
穴

の
存

在
な

ど
か
ら
、

す

で
に
使
用
さ

れ
て

い
た

と
思
わ
れ
る
。

住

居

は

竪
穴
住
居

で
あ

る

が
、
倉
庫

は
高

床

の
建
物

が
考
え
ら
れ
て

い
る
。

下宕愛弥 生 式 土 器(中 期)

¶鵜 滋

鵬『弾

毎 芒.隷簿
類珊繍 。燃

カヤ マ

 

玉
弥生式土器につけられた布痕

 

管

ご

・

晒
撫観

澱灘麟 離 影
暉恥 毒盗樋声

添碗描

爆

.

嚢

詮

謹

臨

購

・

診灘 一

ハ購鍵
謡

櫓霧

 

巌

・

カヤマ弥 生 式 土 器(中 期)
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